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にある２つの汎用検出器の内の一つ、 Col l ider  Detec tor  a t  Fermi lab  (CDF)の
RunII 実験データを用いた、トップクォークの質量測定を目的とする。  
標準理論において、トップクォークは強い相互作用によるグルーオンを通し対
生成される（ t - tbar）。トップクォークは生成された後、その短い寿命のためハド





分類される。（１） Di lepton :  ２つのWがレプトンーニュートリノ対に崩壊 (２つ
のレプトンと２つのジェット ,大きな消失横運動量 )。（２） Lepton+Jets :  片方が
レプトニック、もう片方がハドロニックに崩壊（１つのレプトン、４つのジェッ
ト、消失横運動量）。（３） Al l -hadronic : 両方のWがハドロニック崩壊（６つの




ボソン生成は、 b  クォーク（ b  ジェット）の存在を要求することによって顕著に
減らすことができる。 CDFではビーム軸に近いシリコン検出器を用い、ジェット
の２次崩壊点を再構成することにより、 b  quark  を同定することができる。 CDF
で取られた 162pb － 1のデータから１つの孤立した高い運動量のレプトン、２０
GeV以上の大きな消失横エネルギー、４つのジェット（うち少なくとも１つは b  
quark  同定されたジェット）を要求した結果、 22 候補事象が得られた。その内
4 .2 事象が雑音 (Ｗ＋ジェット等 )と見積もられた。この見積もりに伴い、トップク
ォークの生成断面積を同時に測ることができる。この断面積測定に対しては、２
つの独立な方法論（カウンティングとジェットのエネルギーフィット）を用いた








この方法は特に以下の２つの点が問題となる。 (1 )１つの質量をχ ２ 検定により




７ GeV/c 2 である。本論文で採用したのは量子力学的尤度法 (以下 DLM)である。
DLMは１９８８年近藤都登教授によって提案された事象再構成方法である。DLM
の中で尤度 (L ike l ihood)はトップクォークの生成機構、すなわち単位位相空間あ




果を考慮する。 DLMの特徴①が従来の問題点 (１ )を、また問題点 (２ )をその生成
機構そのものを尤度とすることにより解決、改良していることがわかる。また、
微分断面積は Leading  Orde r  (LO)で計算してるため、高次の項を無視しているが、
１事象の内、４つのジェット（４つ以上ではなく）を要請することにより  
2 
 高次項の影響を事象選択で最小限にすることができる。  
２２候補事象に対し、上で定義された尤度を計算し、雑音事象の効果を考慮した
結果得られたトップクォークの質量は、177 .8  +  4 .5  -  5 .0 (統計誤差 )  ±  6 . 2 (系統誤差 )  
GeV/c 2  で あった。  
この結果は RunIIで現在までに得られている６つのの結果の中で最も精密な測




確値は 114+69-45GeV、また 95%信頼度における上限値は 260GeVである。これ
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